
が
、
今
後
も
学
生
、
教
職
員
の
皆
さ
ん

と
は
積
極
的
な
交
流
を
大
切
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
北
大
生
協
の
２
０
１
８
年
度

決
算
は
、
赤
字
で
終
了
し
ま
し
た
。
昨

年
９
月
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
発
生
、

耐
震
工
事
に
よ
る
ポ
プ
ラ
レ
ス
ト
ラ
ン

長
期
休
業
に
よ
る
営
業
損
失
、
コ
ン

ビ
ニ
オ
ー
プ
ン
に
よ
る
購
買
利
用
へ
の

影
響
、
老
朽
化
に
よ
る
設
備
の
修
繕
費

用
、
新
規
導
入
費
用
増
、
人
件
費
高
騰

な
ど
様
々
な
要
因
に
対
策
を
打
ち
切

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
単
年
度
赤
字
に

繋
が
っ
た
と
考
え
ま
す
。
将
来
の
学

生
、
教
職
員
に
過
重
な
負
担
を
か
け
な

い
た
め
に
、
２
０
１
９
年
度
は
黒
字

決
算
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
事
が

と
て
も
大
切
で
す
。
引
き
続
き
「
組
合
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こ
の
度
、
２
０
１
９
年
５
月
第
１

回
理
事
会
に
お
い
て
承
認
い
た
だ
き
、

２
０
１
９
年
５
月
23
日
付
け
で
専
務
理

事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
小
助
川 

誠
と
申
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
自
己
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
私
は
１
９
８
３
年
３
月
北
大

生
協
に
入
協
し
、
今
年
で
勤
続
36
年
目

に
な
り
ま
す
。
入
協
後
２
０
０
０
年
ま

で
は
、
購
買
外
売
店
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

ナ
ー
、
工
学
部
店
な
ど
購
買
部
を
中
心

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
教
育

大
学
函
館
生
協
（
当
時
）
、
北
海
道
事

業
連
合
（
当
時
）
、
釧
路
公
立
大
学
生

協
（
設
立
）
に
出
向
し
、
２
０
１
６
年

４
月
北
大
生
協
に
帰
任
、
専
務
補
佐
に

就
任
し
ま
し
た
。
入
協
後
30
歳
頃
ま
で

は
店
舗
で
多
く
の
組
合
員
さ
ん
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
く
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
仕

事
を
通
じ
て
、
学
生
サ
ー
ク
ル
、
学
部

の
教
職
員
さ
ん
と
軟
式
野
球
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
雪
中
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
交
流
を
沢
山
行
っ
て
い
た
頃
が

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
特
に
教

職
員
さ
ん
の
全
北
大
野
球
部
さ
ん
と
は

何
度
も
試
合
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
強
か
っ
た
!!
そ
の
当
時
の
方
は
今

も
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
で
活
動
を
継
続
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
聞
き
羨
ま
し
く
思
い
ま

す
。
北
大
生
協
野
球
部
は
存
在
し
て
い

ま
す
が
試
合
は
な
く
年
末
の
納
会
だ
け

で
、
過
去
の
栄
光
を
語
り
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
想
い
出
話
が
多
く
な
り
ま
し
た

員
の
声
」
を
中
心
に
、
組
合
員
の
要
望

等
を
把
握
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
改

善
に
結
び
付
け
て
、
品
揃
え
、
食
堂
メ

ニ
ュ
ー
、
接
遇
、
広
報
、
衛
生
管
理
で

他
店
に
負
け
な
い
よ
う
、
大
学
内
で
の

生
活
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
、
魅
力

の
あ
る
北
大
生
協
に
な
れ
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。
ま
た
、
商
品
仕
入
原
価
の
改

善
・
人
件
費
・
物
件
費
等
の
コ
ス
ト
を

作
業
改
善
等
で
効
率
化
し
、
さ
ら
に
老

朽
化
し
て
い
る
福
利
厚
生
施
設
の
５
年

後
、
10
年
後
を
見
通
し
た
長
期
展
望
の

も
と
、
20
年
、
30
年
先
ま
で
生
協
運
営

が
持
続
で
き
る
取
組
み
に
努
め
ま
す
。

来
年
は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
５
年

間
の
中
期
目
標
を
掲
げ
た
「
北
大
生
協

ビ
ジ
ョ
ン
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の

取
組
み
の
最
終
年
度
に
な
り
ま
す
。
５

年
間
の
活
動
総
括
、
新
た
な
中
期
的
な

目
標
で
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
、
そ
れ
を
実
現

す
る
行
動
・
実
践
計
画
で
あ
る
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
２
０
２
０
年
度
総
代

会
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
大
学
構
成
員
の
皆
様

の
声
や
期
待
、
ご
利
用
に
応
え
、
身
近

で
役
に
立
つ
優
し
い
生
協
づ
く
り
、
大

学
の
福
利
厚
生
の
一
部
を
安
心
し
て
お

任
せ
い
た
だ
け
る
生
協
づ
く
り
を
目
指

し
、
そ
の
た
め
に
学
生
生
活
の
変
化
や

組
合
員
の
変
化
を
捉
え
、
大
学
様
と
協

力
し
な
が
ら
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
面	

台
湾
通
信
　
第
9
回	

菅
　 

大
志

四
面-

五
面	

第
７
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
「
北
大
百
景
２
０
１
９
」
審
査
結
果
発
表
!!	

 

　
　 

 

　

八
面	

北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の
遺
跡
へ
行
こ
う
　
第
２
回	

 

髙
倉 

 

純

北
海
道
大
学
埋
蔵
文

化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

北
大
台
湾
同
窓
会
会
員

北
大
台
湾
演
習
林
百
年
祭
発
起
人

Opinion!

就任のご挨拶

北海道大学生活協同組合
専務理事

小助川　誠

きぼうの虹フォトコンテスト特選作品
「雨後のイチョウ並木」
胡安琪さん（生命科学院）
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いじわるじいさん
１
９
５
９
年
か
ら
84
年
ま

で
、
在
日
朝
鮮
人
達
の
帰

国
事
業
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
事
業
で
夫
と
共
に
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
へ

渡
っ
た
日
本
人
妻
達
が
い

る
。『
フ
ォ
ト
・
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー　

朝
鮮
に
渡
っ

た
「
日
本
人
妻
」』(

林
典

子
著　

岩
波
新
書)

に
は
、

彼
女
達
の
人
生
が
綴
ら
れ

て
い
る
▼
60
年
第
16
次
帰
国
船
の
中

に
北
大
水
産
学
部
で
学
ん
だ
若
い
夫

婦
が
い
た
。
教
授
や
学
友
の
祝
福
を

受
け
函
館
で
結
婚
、
２
カ
月
後
に
乗

船
し
た
。
渡
航
後
、夫
は
海
辺
の
町
の

水
産
研
究
所
で
研
究
生
活
に
没
頭
、

本
も
出
版
。
後
輩
だ
っ
た
妻
は
夫
の

研
究
を
資
料
探
し
な
ど
で
支
え
た
▼

妻
は
、
朝
鮮
の
人
々
に
助
け
ら
れ
な

が
ら
４
人
の
子
を
育
て
、
言
葉
も
習

慣
も
違
う
地
に
根
を
下
ろ
し
て
生
き

て
き
た
。
そ
の
彼
女
が
、「
こ
の
道

は
い
つ
か
き
た
道
～
」
と
歌
う
時
、

声
が
震
え
涙
が
に
じ
む
。
日
本
へ
の

思
い
が
こ
ぼ
れ
出
て
く
る
よ
う
な
場

面
だ
▼
日
本
人
妻
が
刻
ん
で
き
た
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
が
、
胸
に
沁
み
入
っ

て
来
る
。
私
は
彼
女
達
が
住
む
国
の

何
を
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
拉
致
問

題
と
ミ
サ
イ
ル
の
怖
い
国
の
イ
メ
ー

ジ
だ
け
で
、
朝
鮮
を
見
て
い
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
▼
日
本
へ
の
里
帰
り

事
業
は
２
０
０
０
年
が
最
後
に
な
っ

た
。
も
う
一
度
故
郷
の
土
を
踏
み
た

い
、
そ
の
願
い
が
叶
え
ら
れ
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
い
る
。 

 (

今
日
子)

北
大
生
協
で
は
、
毎
年
６
月
に
全

国
大
学
生
活
協
同
組
合
連
合
会
が
主

催
す
る
「
全
国
環
境
セ
ミ
ナ
ー
」
に

複
数
名
の
学
生
を
派
遣
し
て
、
全
国

の
大
学
の
環
境
活
動
の
取
組
み
の
学

習
や
交
流
を
し
て
、
そ
の
成
果
を
組

合
員
の
皆
様
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

て
い
ま
す
。

北
海
道
大
学　

理
学
部
４
年

伊
藤　
　

凌

印
象
に
残
っ
た
全
体
講
演

今
年
の
開
催
場
所
が
「
環
境
先
進

大
学
」
を
目
指
す
三
重
大
学
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
三
重
大
学
の
朴
恵
淑

（
パ
ク
・
ケ
イ
シ
ュ
ク
）
先
生
の
講

演
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
四
日
市
公

害
か
ら
学
ぶ
「
四
日
市
学
」
と
、
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ

Ｓ
Ｄ
）
や
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
四
日
市
公
害
を
た
だ
過
去
の
過

ち
と
し
て
隠
そ
う
と
す
る
の
で
は
な

く
、
悪
い
状
態
か
ら
い
か
に
し
て
元

に
戻
し
た
の
か
を
知
り
、
こ
れ
か
ら

ど
う
活
か
し
て
い
く
か
を
考
え
る
こ

と
が
大
事
と
い
う
お
話
で
し
た
。
ま

た
、“
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
”
に
つ
い
て
も
、

最
近
よ
く
耳
に
す
る
単
語
で
は
あ
り

ま
す
が
、
あ
ま
り
詳
し
く
は
知
ら
な

か
っ
た
の
で
、
そ
の
詳
細
を
知
る
良

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
自
分
の
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
環
境
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
ま
し
た
。
デ
ー
タ
か
ら
環
境
問

題
に
つ
い
て
考
え
、
個
人
の
生
活
を

見
つ
め
な
お
し
た
り
、
各
団
体
で
環

境
活
動
を
行
う
意
義
に
つ
い
て
考
え

た
り
し
ま
し
た
。

他
大
学
の
活
動
事
例

二
日
目
に
は
、
分
科
会
形
式
で
他

大
学
の
環
境
に
関
す
る
発
表
を
ふ
た

つ
聞
き
ま
し
た
。

ひ
と
つ
め
に
は
岩
手
大
学
生
協

の
レ
ジ
袋
有
料
化
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
聞
き
ま
し
た
。
北
海
道
大
学
で

も
、
レ
ジ
袋
の
有
料
化
に
は
６
月
か

ら
始
め
た
ば
か
り
で
参
考
に
な
る
話

を
聞
け
れ
ば
と
思
い
選
択
し
ま
し

た
。
他
大
学
で
も
レ
ジ
袋
の
有
料
化

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
よ
う
で
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ふ
た
つ
め
に
は
富
山
大
学
生
協
の

油
の
処
理
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
聞
き
ま
し
た
。
油
の
処
理
に
は

し
っ
か
り
と
取
り
組
ま
な
い
と
、
す

ぐ
に
水
質
汚
濁
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
生
協
と
大
学
で
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
改
善
し
ま
し
た
。

大
学
は
大
学
内
の
水
道
用
流
し
台

（
シ
ン
ク
）
に
即
席
麺
の
残
り
汁
を

直
接
捨
て
な
い
こ
と
を
周
知
し
、
生

協
は
食
堂
の
皿
は
油
を
ふ
き
取
っ
て

か
ら
洗
う
こ
と
で
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ

プ
（
厨
房
か
ら
の
油
脂
を
含
ん
だ
排

水
を
せ
き
止
め
る
業
務
用
の
器
ま
た

は
槽
）
に
頼
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
た
。
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
も

物
理
的
限
界
が
あ
り
、
そ
れ
を
超
え

た
こ
と
で
問
題
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

北
大
生
協
で
も
問
題
に
な
り
か
ね
な

い
事
柄
だ
と
思
い
聞
い
て
い
ま
し
た
。

環
境
活
動
の
取
り
組
み
を
ポ
ス

タ
ー
に
し
て
報
告
し
て
い
る
団
体
も

あ
り
ま
し
た
。
メ
イ
ン
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
も
の

で
、
セ
ミ
ナ
ー
の
休
憩
時
間
な
ど
で

少
し
見
ま
し
た
。

環
境
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
学
生
は
、

環
境
問
題
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
世
代
で

す
。
幼
い
頃
か
ら
ず
っ
と
耳
に
し
て

い
る
話
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
身
近

な
生
活
で
実
感
と
し
て
伴
っ
て
い
な

い
の
も
事
実
で
す
。
ま
た
、
四
日
市

公
害
の
最
初
の
裁
判
か
ら
す
で
に
50

年
以
上
経
過
し
て
い
ま
す
。
今
を
生

き
る
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
歴
史
上

の
出
来
事
と
い
う
認
識
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
事
情
も
あ

る
中
で
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
環
境

問
題
を
実
感
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の

は
と
て
も
有
意
義
な
こ
と
で
し
た
。

環境問題を身近にとらえるために 

全国環境セミナー（in 三重大学 ６月22 ～ 23日）

参加報告
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「KANANO」ならぬ「KANO」
昨夏、甲子園では金足農業が決勝まで勝ち進み準優勝する「金農旋風」が巻き起こりました。実は、88年

前にも準優勝した農業高校があり、その胸には「KANANO」ならぬ「KANO」の文字が躍っていました。
「KANO」とは台湾代表、嘉義農林学校（現・嘉義大学）だったのです。

この嘉義農林は北大との縁が強く、初代校長をはじめ多くの先輩達が教員となっており、その関係で珈琲や
紅茶も栽培されていました。特筆すべきはこの嘉農野球部の創部には北大の先輩達が大きく関わっており、柳
川鑑蔵（23期生1906年卒農学乙科（畜産学））、樋口孝（林学科1914年卒）、安藤信成（農芸化学科1920年
卒）なくしてこの嘉農野球部は生まれることはなかったでしょう。

この嘉農野球部は「KANO 1931海の向こうの甲子園」として2014年に台湾で映画化され、2015年に日本
でも公開され話題になりました。この映画は、野球を通して日本統治時代の台湾を描いた作品ですので、北大
の先輩達が活躍した台湾を堪能することができるのでお薦めします。

北大の先輩達が嘉農野球部を創部
残念なことに、この映画では樋口孝の名前が間違っており、安藤信成は直接登場しませんが、「一九二八年嘉

義農林新成立野球隊」という写真の中にお二人はいました。中央の無帽が樋口孝校長、右隣が安藤信成監督で
す。また安藤の右上が呉明捷（漢人）、左上が上松耕一（原住民）ですから、日本人・漢人・原住民の混成チー
ムは創部時からの伝統であったことがわかります。

この嘉義農林学校は台湾初の農林業の実業学校として百年前の1919年４月、初代校長柳川鑑蔵を迎え開校し
ました。そして、1926年４月、柳川校長から引き継いだ二代校長樋口孝が甲子園出場の目標をかかげ、1928
年４月安藤信成教諭を初代監督として野球部を創部したのです。

北大の先輩達と嘉農野球部が迎えた近藤兵太郎
嘉農野球部は、初戦７月の対台中商業戦は０－13と大敗し、第２戦10月の対南鐵戦では２－５で善戦した

ものの勝てませんでした。その後、部員全員でどうすれば甲子園に行けるか真剣に話し合い、「嘉義商工学校助
教諭の近藤兵太郎に指導をお願いしたい」と安藤監督に報告しました。そして樋口校長が近藤兵太郎に依頼し、
1929年に嘱託の監督として迎え入れたのです。写真中央の北大コンビ樋口校長と安藤監督の甲子園への大志が
このように部員全員に伝わり、甲子園出場という闘志を芽生えさせ、この闘志が名将近藤監督を誕生させたの
です。

廣井勇とその弟子八田與一と十川嘉太郎
さらに、この映画では農業灌漑用の烏山頭

ダムを建設した八田與一が登場します。八田
は北大ではなく東大出身ですが、その指導
教授が廣井勇工学博士（二期生1881年卒・
札幌農学校工学科教授・東京帝大工学部教
授）であったことはあまり知られていません。
また十川嘉太郎（札幌農学校工学科２期生
1892年卒）も廣井博士の弟子の一人で、基
隆港（この映画の冒頭シーン）や明治橋（台
湾神社参道の橋）の建設工事を手がけていま
す。このように日本統治時代の台湾では農林
業分野だけでなく土木工学分野にも北大の先
輩達が関わっていたのです。

～第９回～
台湾通信

北大台湾同窓会会員・北大台湾演習林百年祭発起人 菅　大志

一九二八年嘉義農林新成立野球隊（嘉義大学校史室提供）

「北大珈琲」と「北大紅茶」
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院生委員会賞
「放牧」
池田　史（理学部物理学科４年）
ポプラ並木の傍にあるカーブミラーから、北方圏の農場を
写しました。
●審査員コメント
構図の面白さだけでなく、北大農場での都市と農風景の融和が
伝わる点が魅力的に感じました。
鏡越しに見ることで緑や青空が澄んで見えるという点も印象に
残りました。木々が生い茂る背景と広々とした農場の対比も面
白いと思います。

第7回フォトコンテスト「北 大百景2019」審査結果発表!!
「 きぼうの虹」フォトコンテストも今年で７回目となりました。テーマは「北大百景2019」。６月３日から30日までの約１ヶ月の応募期
間中は、北海道らしい初夏の爽やかなお天気も多く、最終的に54点の作品が寄せられました。その中から各審査員が悩みに悩み、特選１点、
各委員会賞５点を厳選いたしました。応募していただいた皆さん、本当にありがとうございました。
秋には全応募作品の展示会を予定しています。お楽しみに。

学生委員会賞

特　選
「雨後のイチョウ並木」
胡安琪（生命科学院）
イチョウ並木の黄葉は水で反射されて美し
さが倍増しました！
●審査員コメント
今年で第７回を迎える北大生協のフォトコンテ
ストですが、年々応募作品の質の高さに関心し
ております。今回の特選の写真はイチョウ並木
と秋雨の後の水たまりに映えるイチョウ並木を
撮影した一枚です。撮影者の「美しさが倍増し
ている」というコメントに共感します。構図が
とても素晴らしく、イチョウ並木の奥に引き込
まれます。北大四季の秋を象徴する作品です。

「雪の朝」
奥村　剛士
冬の朝は寒く通学が憂鬱でしたが、昨夜からの雪がメンストに降り積もってい
て綺麗だったので撮りました。
●審査員コメント
この写真を見た瞬間に思わず写真の中の神秘的な空間に引き込まれそうな一枚でし
た。北大の冬を象徴するような雪の降り積もったメインストリートの朝の景色は穏
やかで、さらにしんしんと雪の降っている様子は見ているだけで心が安らぐような
素敵な写真だと思いました。
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第7回フォトコンテスト「北 大百景2019」審査結果発表!!
審査員：生協学生委員会、院生委員会、教職員委員会、北大教職員写真同好会、生協理事会室から各 1名

＊教職員写真同好会の皆さんには、きぼうの虹の表紙写真をはじめ、長い間お世話になっております。この場を借りてお礼申し上げます。

特選および各賞入選者の皆さんには、生協電子マネーチャージを贈呈いたします。

教職員写真同好会賞

理事会室賞

教職員委員会賞
「蔦のアート」
小林　純子（大学院医学研究院）
2018年10月 医学部図書館にて
●審査員コメント

「自然は芸術を模倣する」とは、自然と芸術との関係を逆
説的に表現したオスカー・ワイルドの言葉とのことです。
この写真の蔦たち（もしかすると一株なのかもしれません
が）には、お手本の絵を見てそのとおり模倣したかのよう
な「意志」さえ感じさせます。季節の中でほんの一瞬しか
存在しないアートを、写真として残してくれた作者に感謝
いたします。

「平静な夜」
李遠霖（情報科学院）
空がオレンジ色に染められ、雲が流れるように見えます。賑
やかな街から離れ、北大農場の夜は平静です。
●審査員コメント
冬の夕方、農場の向こう側に広がる住宅街の灯りのコントラスト
が美しいですね。ポプラ並木の陰影がアクセントになっていて素
敵な構図でした。

「農場twilight」
藤原　正浩
北大に入ってから修士になった今まで、この場所が大好き
で、何度も通ってようやくこの写真が撮れました。
●審査員コメント
140年以上の歴史を持つ北大農場。クラーク博士が連れてきた
といわれるホルスタインは今も変わらず放牧によって飼育され
ている。そんなストーリーが写真に込められた作品です。構
図、色合い、雲の形など、どの要素もすばらしく、さらに露出
アンダーな点がよりメッセージ性を強くしています。良い写真
を撮るには、時間や季節を変え、何度も同じ場所へ通わなくて
いけないことを改めて考えさせられました。
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               
                                 

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

　

今
回
は
自
賠
責
保
険
（
正
式
名
称
は
「
自
動
車
損
害
賠
償
責
任

保
険
」、
以
下
、「
自
賠
責
」）
の
根
拠
法
で
あ
る
自
動
車
損
害
賠

償
法
（
以
下
、「
自
賠
法
」）
の
話
で
す
。

　

自
賠
法
は
１
９
５
５
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
間
も
な
い

時
期
、
自
動
車
が
急
速
に
普
及
す
る
に
伴
い
交
通
事
故
も
急
増

（「
交
通
戦
争
」
と
い
う
言
葉
に
記
憶
あ
り
ま
す
か
）、
当
時
の
交

通
事
故
の
賠
償
は
、
民
法
に
よ
り
「
過
失
責
任
原
則
」
が
適
用
さ

れ
、
過
失
責
任
は
被
害
者
が
証
明
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、

当
時
の
任
意
自
動
車
保
険
加
入
率
10
％
に
満
た
な
い
時
代
、
加
害

者
の
賠
償
資
力
が
な
い
た
め
被
害
者
は
泣
き
寝
入
り
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
打
開
す
る
た
め
制
定
さ
れ
た
自
賠
法
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
①
加
害
者
が
過
失
が
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
実
質
的
な
無
過
失
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
、
②
強

制
の
自
賠
責
を
創
設
し
て
加
害
者
の
賠
償
責
任
履
行
能
力
を
解
決

す
る
こ
と
、
③
ひ
き
逃
げ
事
故
で
加
害
者
が
不
明
な
場
合
等
自
賠

責
か
ら
保
証
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
備
え
て
政
府
保
証
事
業
を
創

設
し
た
こ
と
で
す
。

　

こ
の
自
賠
法
に
基
づ
い
た
自
賠
責
は
、
す
べ
て
の
自
動
車
の
保

有
者
に
対
し
、
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
た
保
険
で
す
。
未
加
入
の

場
合
、
罰
金
や
懲
役
な
ど
の
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。
一
人
当
た

り
の
補
償
の
限
度
額
は
、
死
亡
に
よ
る
損
害
は
３
，
０
０
０
万

円
、
後
遺
障
害
に
よ
る
損
害
は
後
遺
障
害
の
程
度
に
よ
り
75
万
円

～
４
，
０
０
０
万
円
で
す
。
た
だ
、
人
身
事
故
の
被
害
者
救
済
が

目
的
の
た
め
、
対
物
賠
償
、
自
分
の
け
が
、
車
両
の
損
害
の
備
え

が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
実
際
の
事
故
補
償
は
自
賠
責
の
補
償
を
超
え

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

補
償
は
一
律
、
加
入
は
義
務
、
車
検
や

自
動
車
購
入
時
に
自
動
的
に
加
入
、
保
険

料
も
事
務
手
数
料
の
中
に
入
っ
て
い
る
の

で
、
自
賠
責
は
あ
ま
り
考
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
加
入
者
証
と
「
加
入
の
し

お
り
」
が
車
検
証
と
い
っ
し
ょ
に
入
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
確
か
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ほ
け
ん
の
お
話
Vol.
14

北海道協同保険サービス 生協会館店1階　（平日）10：00～18：00 （土曜日）10：00－13：00 （休日）日･祝･年末年始
TEL 011-726-0441　　FAX 011-746-9065　　Eメール hoken.cls@hokkaido.seikyou.ne.jp 

自
分
に
と
っ
て
、
何
か
大
変
な
出
来
事
が
あ
っ
た

時
、
そ
の
出
来
事
に
ど
う
向
き
合
い
、
ど
う
折
り
合
い

を
つ
け
て
ゆ
く
か
と
い
う
当
面
の
問
題
は
、
切
実
な
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、
そ
の
出
来

事
を
超
え
て
、
そ
の
後
を
生
き
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
多
く
の
場
合
、
何
十
年
も
に
渡
っ
て
。

心
理
学
的
支
援
の
仕
事
は
、
多
く
の
場
合
、
当
面
の

切
実
な
問
題
に
折
り
合
い
を
つ
け
る
の
を
支
え
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
通
常
、
ご
本
人
が
、
も
う
大
丈
夫
、
と

判
断
し
た
時
点
で
、
支
援
は
終
わ
り
ま
す
。
で
も
、
そ

の
後
、
そ
の
人
が
ど
の
よ
う
に
生
き
、
ど
の
よ
う
な
出

来
事
を
経
験
し
た
の
か
を
知
る
機
会
は
、
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
後
の
消
息
を
知
る
ご
く
限
ら
れ
た
機
会

は
、
私
に
と
っ
て
、
多
く
を
教
え
て
く
れ
る
大
切
な
も

の
で
す
。
短
期
の
集
中
的
で
強
力
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
後
の
、
長
い
期
間
に
渡
る
事
後
面
接
も
、
本
当
に
多

く
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

大
切
な
人
を
喪
っ
た
後
の
、
そ
の

後
の
生
を
、
人
は
ど
の
よ
う
に
生
き

る
の
か
。
こ
れ
は
分
か
る
よ
う
で
分

か
ら
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

と
く
に
そ
れ
が
悲
壮
な
別
れ
で
あ
っ

た
場
合
で
す
。
自
分
自
身
が
そ
の
立

場
に
な
れ
ば
、
痛
切
に
体
験
せ
ざ
る

を
得
な
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
し
か

し
、
身
近
に
そ
う
い
う
経
験
を
し
た

人
が
い
る
場
合
で
も
、
そ
の
心
情
は

な
か
な
か
語
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。

近
し
い
人
を
看
取
っ
た
経
験
、
あ
る
い
は
身
近
な
人

を
事
故
、
災
害
、
犯
罪
等
に
よ
っ
て
亡
く
し
た
体
験
を

綴
っ
た
手
記
は
、
か
な
り
多
く
出
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
出
来
事
の
後
の
、
十
年
、
二
十

年
、
三
十
年
の
推
移
を
記
し
た
も
の
は
、
あ
ま
り
多
く

な
い
と
感
じ
ま
す
。
刊
行
さ
れ
る
場
合
も
、
非
売
品
や

小
さ
な
出
版
社
か
ら
と
い
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
、
そ

の
存
在
を
知
る
機
会
自
体
が
な
か
な
か
無
く
、
出
版
後

か
な
り
の
時
間
を
経
て
気
づ
い
た
と
い
う
こ
と
も
、
私

に
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
ど
の
一
冊
も
、
他
に

代
え
ら
れ
な
い
重
み
を
持
ち
ま
す
。
読
ん
だ
後
、
出
版

と
い
う
形
で
共
有
す
る
こ
と
を
許
し
て
も
ら
え
た
こ
と

を
、
感
謝
す
る
の
が
常
で
す
。

そ
ん
な
本
の
中
の
一
冊
で
す
。
一
九
七
四
年
三
月

に
パ
リ
近
郊
で
起
こ
っ
た
、
ト
ル
コ
航
空
Ｄ
Ｃ-

１
０

型
機
墜
落
事
故
の
日
本
人
遺
族
会
の
記
録
で
す
。
事
故

か
ら
三
十
三
年
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年
に
非
売
品
と
し

て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
事
故
機
は
、
パ
リ
の
オ
ル
リ
ー

空
港
を
離
陸
し
て
ほ
ど
な
く
、
後
部
貨
物
室
ド
ア
が
脱

落
し
て
操
縦
系
統
す
べ
て
を
破
壊
さ
れ
、
エ
ル
ム
ノ
ン

ビ
ル
の
森
に
墜
落
し
ま
し
た
。
墜
落
時
の
あ
ま
り
の
衝

撃
に
、
大
量
の
燃
料
が
一
瞬
に
爆
発
し
尽
く
し
て
、
火

災
が
生
じ
な
か
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。
よ
く
晴
れ
た
日
の

早
春
の
森
は
小
鳥
の
囀
り
が
消
え
、
音
一
つ
な
く
静
ま

り
返
っ
て
い
た
と
、
証
言
は
伝
え
ま
す
。
乗
員
乗
客

三
四
六
名
全
員
死
亡
。
当
時
、
世
界
最
大
の
航
空
機

事
故
で
し
た
。
犠
牲
者
の
う
ち
四
八
名
が
日
本
人
で

す
。
日
本
人
遺
族
に

よ
る
米
国
で
の
裁
判

は
、
苛
烈
を
極
め
ま

す
。
血
も
涙
も
な
い

と
は
こ
の
こ
と
か
と

思
う
、
激
烈
な
や
り

取
り
が
続
き
ま
す
。

納
得
の
い
く
和
解
を

勝
ち
取
っ
た
後
、
遺

族
た
ち
は
航
空
機
製

造
会
社
に
、
犠
牲
者

へ
の
謝
罪
を
求
め
ま

す
。
墜
落
現
場
に
建
て
ら
れ
た
慰
霊

碑
の
前
で
、
つ
い
に
誠
意
の
あ
る
謝

罪
が
行
わ
れ
る
の
を
見
た
遺
族
は
、
亡
き
人
に
、
許
そ

う
、
許
せ
な
い
け
ど
ゆ
る
そ
う
、
と
語
り
か
け
る
の
で

す
。
そ
し
て
、
現
実
の
世
界
で
な
し
う
る
こ
と
す
べ
て

が
終
わ
っ
た
後
訪
れ
る
の
は
、
圧
倒
的
な
寂
寥
感
な
の

で
し
た
。
私
は
そ
う
感
じ
ま
し
た
。
事
故
を
直
接
知
る

人
が
す
べ
て
世
を
去
っ
た
の
ち
、
日
本
か
ら
植
樹
さ
れ

た
桜
の
花
だ
け
が
、
犠
牲
者
の
名
前
の
刻
ま
れ
た
慰
霊

碑
を
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
見
つ
め
続
け
る
と
い

う
光
景
が
、
め
ま
い
の
よ
う
な
感
覚
を
と
も
な
っ
て
脳

裏
に
浮
か
び
ま
す
。
人
は
こ
の
寂
寥
に
、
ど
う
し
た
ら

耐
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
…
。

国
立
国
会
図
書
館
の
閲
覧
室
で
、
誰
も
読
ん
だ
痕
跡

の
無
い
頁
を
繰
り
な
が
ら
、
私
は
ひ
と
り
、
た
だ
た
だ

圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な
思
い
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

渡邊 誠

その後を
生きること

こころの
健康を考える 59○
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教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

学
生
委
員
会

学

生

委

員

会

院
生
委
員
会

院

生

委

員

会

学
生
委
員
会

学

生

委

員

会

院
生
委
員
会

院

生

委

員

会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

留
学
生
委
員
会　

留
学
生
委
員
会

留
学
生
委
員
会　

留
学
生
委
員
会

■
教
職
員
総
代
会
議
：
学
内
７
ヶ
所
で

８
月
を
除
く
毎
月
１
回
、
昼
休
み
を
利

用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
協
の
営

業
報
告
の
後
、
教
職
員
の
皆
様
に
利
用

者
の
立
場
か
ら
色
々
な
ご
意
見
を
う
か

が
っ
て
い
ま
す
。

６
月
は
18
～
20
日
に
、
７
月
は
16
～
19

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
１
回
、
18
時

～
19
時
半
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
代

会
議
で
上
が
っ
た
組
合
員
の
声
に
つ
い

て
の
検
討
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
・
発

行
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
ま
す
。

６
月
は
20
日
に
、
７
月
は
25
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子
で
す
。

教
職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

今
号
は
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
選
作

品
発
表
号
で
す
。
こ
の
た
め
、
半
分
だ

け
カ
ラ
ー
印
刷
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特

選
ほ
か
各
委
員
会
賞
の
選
考
寸
評
も
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【 

編
集
後
記 

】

き
ぼ
う
の
虹
３
８
３
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
募
集
期
間
は

６
月
１
ヶ
月
で
し
た
。
期
間
前
半
は
応

募
が
伸
び
悩
み
冷
や
汗
を
搔
き
ま
し
た

が
、
後
半
に
盛
り
返
し
、
結
果
的
に
は

昨
年
並
み
の
応
募
件
数
で
し
た
。
応
募

写
真
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
多
く
、
賞

選
考
に
苦
労
し
ま
し
た
。
例
年
ど
お

り
、
秋
に
は
会
館
店
で
応
募
作
品
展
を

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
機
関
紙
Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

　
「
自
由
研
究
号
」
発
行

学
生
委
員
会
で
は
７
月
の
第
３
週
か

ら
機
関
紙
Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
「
自
由
研
究

号
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

３
回
発
行
す
る
予
定
の
Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

で
す
が
今
回
は
夏
に
発
行
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
花
火
大
会
を
特
集
す
る
記
事

や
夏
バ
テ
対
策
に
関
す
る
記
事
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
生
協
店
舗
に
配
架
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
手
に
と
っ
て
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
！

■
第
１
回
総
代
会
議

　
「
総
代
の
つ
ど
い
」
開
催

７
月
８
日
に
中
央
食
堂
の
２
階
で
総

代
の
つ
ど
い
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

コ
ッ
プ
パ
ン
を
テ
ー
マ
に
、
総
代
と
生

協
職
員
と
学
生
委
員
で
コ
ッ
プ
パ
ン
の

普
段
の
使
い
方
な
ど
を
活
発
に
議
論
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
回
の
総
代

の
つ
ど
い
は
10
月
以
降
の
予
定
で
す
。

学
生
の
総
代
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ
、T

w
itter

http://hokudaigi.w
eb.fc2.com

/

＠H
U

_CO
O

P_GI_CS

学
生
委
員
会
の
活
動
や
学
生
委
員
の
日

頃
の
様
子
な
ど
、
学
生
委
員
会
の
こ
と
に

つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
公
式
Ｈ

Ｐ
・T

w
itter

を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

学
生
委
員
会
に
意
見
・
質
問
の
あ
る

方
は
、
こ
ち
ら
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
委
員
会
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
!!

■
「
院
生
交
流
ジ
ン
パ
２
０
１
９
」
は

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

例
年
30
名
程
度
ご
参
加
い
た
だ
い
て

い
た
院
生
交
流
ジ
ン
パ
で
す
が
、
悪
天

候
の
予
報
や
参
加
申
込
が
少
な
か
っ
た

た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
活
動

し
て
い
く
上
で
、
院
生
組
合
員
の
ニ
ー

ズ
は
何
か
を
今
ま
で
以
上
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
例
年

行
っ
て
い
た
活
動
を
見
直
し
、
ひ
と
ま

ず
院
生
組
合
員
の
実
態
把
握
に
つ
と
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
院
生
委
員
会
連
絡
先

http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/~insei/
Email

：hokudai_insei@coop.hokudai.ac.jp

■
北
大
生
協
留
学
生
委
員
会
の
目
的

留
学
生
が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
、

何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
を
一
番
よ

く
分
か
っ
て
い
る
の
は
先
輩
留
学
生
で

す
。生

協
は
、
留
学
生
た
ち
自
身
の
意
見

や
発
想
を
活
か
し
、
お
互
い
に
「
助
け

合
う
場
を
設
け
る
」
こ
と
を
通
し
て

「
相
互
の
繋
が
り
を
創
る
」
と
い
う
こ

と
を
留
学
生
委
員
会
の
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

■
今
後
の
活
動
予
定

①
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ

②
中
古
自
転
車
譲
渡
会

③
生
活
提
案
の
情
報
提
供

④
組
合
員
加
入
の
呼
び
か
け　

■
留
学
生
委
員
会
再
始
動

留
学
生
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
後

２
０
１
９
年
３
月
か
ら
活
動
休
止
し
て

お
り
ま
し
た
留
学
生
委
員
会
で
す
が
、

６
月
24
日
の
委
員
会
部
会
で
継
続
し
て

活
動
を
し
て
く
れ
る
委
員
の
確
認
と
、

委
員
会
活
動
と
し
て
目
指
し
て
い
く
方

向
性
を
確
認
し
あ
っ
て
再
出
発
を
し
ま

し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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北大生協組織委員会報告



北大キャンパスの
遺跡へ行こう

４
０
０
年
ほ
ど
の
間
、
拠
点
的
な

集
落
と
し
て
こ
の
地
点
は
繰
り
返

し
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

竪
穴
住
居
址
の
周
囲
に
は
、
複

数
の
屋
外
炉
址
と
呼
ば
れ
る
遺
構

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
礫

が
周
囲
を
囲
っ
て
い
た
も
の
も
み

ら
れ
ま
し
た
（
写
真
２
）。
こ
う

し
た
遺
構
に
は
、
焼
け
て
細
か
く

破
砕
し
た
、
サ
ケ
科
の
も
の
を
主

体
と
す
る
魚
骨
が
多
数
伴
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
河
川
で
の
漁
撈
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
収
穫
物
の
保
存

処
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
場
で

あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
河

川
沿
い
の
低
地
に
集
落
が
残
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
こ

す
。た

だ
し
残
念
な
が
ら
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
で
縄
文
中
期
の
活
動
地
点

は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
一
地
点

（
ポ
プ
ラ
並
木
の
東
側
に
位
置
す
る

畜
産
製
造
実
習
室
新
営
工
事
地
点
）

遡
る
人
類
活
動
の
証
拠

北
海
道
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
長
年
の
調
査
活

動
の
結
果
、
北
海
道
大
学
札
幌

キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
下
に
残
さ
れ
て

い
る
人
類
活
動
の
証
拠
は
、
現
状

で
は
約
５
，
０
０
０
年
前
の
縄
文

中
期
ま
で
遡
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
約
６
，
０
０
０

年
前
頃
は
、
温
暖
化
に
よ
り
海
水

準
が
上
昇
し
、
内
陸
の
奥
深
く
ま

で
海
域
が
拡
大
す
る
「
縄
文
海
進
」

と
呼
ば
れ
る
時
期
で
、
現
在
の
石

狩
市
域
や
札
幌
市
域
北
部
の
一
部

は
海
域
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
時
期
の

直
後
に
は
人
類
の
活
動
が
こ
の
地

に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
に
な
り
ま

で
確
認
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
こ

の
時
期
の
生
活
の
様
子
が
充
分
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
気
候
変
動
に
伴
っ
て
新

た
に
生
み
出
さ
れ
た
環
境
に
人
類

が
ど
の
よ
う
に
進
出
・
適
応
し
て

き
た
の
か
、
と
い
う
興
味
深
い
問

題
の
解
明
に
は
、
さ
ら
に
今
後
の

調
査
研
究
の
進
展
を
待
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。

縄
文
晩
期
か
ら
続
縄
文
前
半
期
の
集
落

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
人
類
が
拠

点
的
な
活
動
の
証
拠
を
残
す
よ

う
に
な
る
の
は
、
ど
う
や
ら
約

２
，
５
０
０
年
前
の
縄
文
晩
期
の

終
わ
り
頃
か
ら
の
よ
う
で
す
。
総

合
博
物
館
の
む
か
い
に
位
置
す
る

人
文
・
社
会
科
学
総
合
教
育
研
究

棟
（
Ｗ
棟
）
の
発
掘
調
査
で
は
、

縄
文
晩
期
後
葉
か
ら
続
縄
文
前
半

期
に
か
け
て
の
集
落
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
調
査
区
内
の
東
側
か
ら

は
、
蛇
行
し
て
流
れ
て
い
た
河
道

が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
う
よ
う

に
し
て
複
数
の
竪
穴
住
居
址
が
残

さ
れ
て
い
ま
し
た
（
写
真
１
）。
注

目
さ
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
竪
穴

住
居
址
が
、
上
下
に
堆
積
し
て
い

る
複
数
の
地
層
か
ら
発
見
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
３
０
０
年
か
ら

第2回
縄文から続縄文前半期に
かけての人類活動

北海道大学埋蔵文化財調査センター　髙倉　純

う
し
た
河
川
で
の
漁
撈
活
動
の
活

発
化
が
大
き
く
関
係
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。

人
文
・
社
会
科
学
総
合
教
育
研

究
棟
（
Ｗ
棟
）
の
玄
関
ロ
ビ
ー
で

は
、
発
掘
調
査
の
際
に
露
出
し
た

地
層
の
断
面
を
展
示
し
て
い
ま
す

（
写
真
３
）。
こ
れ
は
、
発
掘
調
査

の
過
程
で
確
認
さ
れ
た
地
層
の
断

面
を
、
特
殊
な
工
程
を
経
て
剥
ぎ

取
っ
た
も
の
で
、
地
表
下
１
ｍ
か

ら
３
ｍ
ほ
ど
ま
で
の
深
さ
に
堆
積

し
て
い
た
地
層
の
様
子
を
間
近
で

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地

層
の
積
み
重
ね
は
、
過
去
の
ミ
ク

ロ
な
自
然
環
境
の
変
遷
を
雄
弁
に

物
語
る
も
の
で
す
。
こ
の
点
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、
次
回
ご
紹
介
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

人文・社会科学総合教育研究棟地点から出土した土器

写真１：竪穴住居址

写真3：地層断面の剥ぎ取り展示

写真２：屋外炉址
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